
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2022年 11月 12日（土） 1日目 
 
13：00～ 開会, 趣旨説明 
≪開会の辞≫ 
宮田村長 小田切康彦さん 

≪主催者挨拶・趣旨説明≫  
中部流域連携ネットワーク代表 近藤朗さん 

≪進行方法の説明≫ 
シンポ実行委員長 天竜川ゆめ会議代表 

 福澤 浩さん 
13：20～ 活動発表 
≪内容≫ 
エントリーした中部の 14 団体が活動につい
て３分間で発表。司会者が質問を行い、発表
内容を掘り下げた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催概要 
日 時 2022年 11月 12日（土）13：00～18：00 

2022年 11 月 13日（日）9：00～12：00 
場 所 宮田村民会館(〒399-4301 長野県宮田村 7021番地) 
主 催 中部流域連携ネットワーク 
共 催 特定非営利活動法人 天竜川ゆめ会議／宮田村／宮田村教育委員会 

／(一社)長野県測量設計業協会 
後 援 国土交通省中部地方整備局／愛知県／岐阜県／三重県／静岡県／長野県 

／駒ヶ根市／飯島町／中川村／長野県治水砂防協会／長野県河川協会 
／長野県砂防ボランティア協会／（一社）長野県建設業協会  
／（一社）建設コンサルタンツ協会関東支部長野地域委員会 
／信濃毎日新聞社／中日新聞社／岐阜新聞社、岐阜放送／長野日報社 
／信州・市民新聞グループ／南信州新聞社／長野放送／ＬＣＶ 
／伊那ケーブルテレビ／エコーシティー・駒ケ岳／飯田ケーブルテレビ 
／飯田エフエム放送 

助 成 公益財団法人 河川財団 河川基金 
参加者 約 100名 

中部のいい川ワークショップ in天竜川流域 
～中部の川のあるべき姿を議論する～開催報告書 

実施概要 

≪開会の辞 小田切宮田村長≫ 
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発表

順 
発表テーマ・タイトル 団体名・主な活動地域 

1 遠州灘アカウミガメ放流ツアー NPO法人天竜川ゆめ会議 
天竜川上流域 

２ 鈴鹿川探検隊 ～流域をつなぎ、
世代をつなぐ取組み～ 

魚と子どものネットワーク 
鈴鹿川流域（三重県四日市市、鈴鹿市、亀山

市） 
3 飯島いいものつくろう会について 飯島いいものつくろう会 

天竜川上流域 

4 河川市民団体の持続可能な活動に
必要なことは？ 

名古屋大学国土デザイン研究室 
全国の河川 

5 拾い続けて４２年～無理せずコツ
コツごみ拾い～ 

下諏訪町諏訪湖浄化推進連絡協議会 
（湖浄連） 諏訪湖 

6 学童保育所を協働×伝統構法で木
造化！街に森を創るプロジェクト 

森と子ども未来会議 
矢作川流域及び伊勢・三河湾流域 

7 １０月１日は「諏訪湖の日」 諏訪湖創生ビジョン推進会議 
諏訪湖 

8 
豊かな海を取り戻すため、100 年
後の奈佐の浜の漂着ゴミをゼロ
に！ 

２２世紀奈佐の浜プロジェクト 
伊勢湾流域 

9 語りつぐ天竜川シリーズの発行 国土交通省天竜川上流河川事務所 
天竜川上流域 

10 「つりチケ」を通した川づくりの
繋がり活動 

一般社団法人 ClearWaterProject 
全国の川 

11 門原川リメイクプロジェクト 長野県飯田建設事務所 
天竜川水系門原川 

1２ ブラアイチ ブラアイチ事務局（愛知県建設局河川課） 
愛知県内の河川 

13 一級河川 駒沢川の親水公園（親
水護岸計画）について 

伊那建設事務所 
天竜川水系駒沢川 

14 流域全体のつながりを考える 矢作川流域圏懇談会 
矢作川流域（愛知県・岐阜県・長野県） 

発表団体一覧 

天竜川ゆめ会議 
キーワード「上下流のつながりと、いのちのつなが
り」「山と海をつなぐ砂」「触れて学ぶ環境問題」 

矢作川流域圏懇談会 
キーワード「流域連携」「河川整備計画」「地域協働」 



  

15：30～ キラリを探すパネルディスカッション 
〈ファシリテーター〉NPO法人天竜川ゆめ会議 代表理事  福澤 浩さん 
〈コメンテーター〉 名古屋大学大学院 工学研究科 准教授 中村晋一郎さん 
〈パネリスト〉 

 ・中部地方整備局 河川部長 舟橋弥生さん 
 ・愛知県建設局 治水防災対策監 久保 宜之さん 
 ・岐阜県 県土整備部 河川課長 岩井 聖さん 
 ・三重県 県土整備部 次長   山口 成大さん 
 ・長野県 建設部  河川課長  川上 学さん    
≪内容≫ 
平成９年に河川法が改正され、“治水”“利水”の他に“河川環境の保全”が目的として加わり、さらに
河川審議会から「河川整備計画の策定段階で地域住民の意見を反映する」との提言がなされた。
それから 25年。中部地方整備局と各県より河川環境保全・市民参加の取り組みについて報告いた
だき、中部での進捗を共有した。その後、 
・これまで河川環境整備を通して課題だと思っていること 
・これまでの市民参加で課題だと思っていること 
について意見交換を行い、この日発表があった 14団体の活動に触れながら 
・流域治水の中で市民にできること、期待することは何かをテーマに議論した。 



16：50～ 《表 彰》風景写真コンテスト 
≪内容≫ 
“私の大好きな中部の川”と題して写真作品を募集。応募作品は会場内に展示を行い、その中から
「グランプリ」「準グランプリ」「入賞」作品を選考し、表彰を行った。 

 
 
17：10～ 総評・総括 

 天竜川上流河川事務所 所長 佐藤保之さん 
 
17：20～ 閉会の辞・謝辞 
中部流域連携ネットワーク代表 近藤朗さん 

 
17：30 閉会 

 
 

2022年 11月 1３日（日） ２日目   
9：00～12：00 
エクスカーション～魅惑の天竜川中流ツアー～ 
≪内容≫ 
天竜川上流河川事務所の解説で、河床連続性を 
保つ砂防工事や景観に配慮した砂防工事等を見
学した。 
❖見学 １：与田切親水公園  
❖見学 ２：坂戸橋 
❖見学 ３：大田切流路工 
❖見学 ４：伊那食品工業(株) 

かんてんぱぱガーデン 
 

昭和の土木遺構 板戸橋 


